
No.48
48



� � 

（表面からつづく）

また、同社が行う製品加工 ・ 袋詰め ・ 箱詰め•発送作業という市

場出荷前の一 連の最終加工は前工程である生産・材料の供給・輸

入の遅れなどに大きく影響を受けるが、それを理由に納期を遅ら

せることはしない。どんなことにもアイデアとチャンスを最大限に

活かし、全社一 丸となって何とかしようと努めるところが広和産

業の大きな強みだろう。

同社に入社後の寂住社長は仕事をしながら社労土 ・ 行政書土

の資格を取得し、30代で中小企業診断士の資格も取得した。経

営に必要な知識やスキルを身に付けていこうとする姿勢がそこに

うかがわれる。まさに取住社長のポジティブで内に秘めたチャレ

ンジ精神と実行力の強さを感じさせられる一 面である。そして入

社後12年間の実務経験を経て、平成19年に代表取締役社長に就

任された。就任当初は自ら何でも行ってしまう自分に取住会長か

ら「社員に任せることも大事」「社長は細かいことに口を出さな

い」と叱咤激励を受けたそうだ。

その後、リーマンショックの影響を受けながらも平成21年に医

療機器製造業認可、続いて平成25年に化粧品製造業認可を取得。

事業領域の裾野を広げつつ新規取引先の拡大を図るなど、常に

前向きな経営戦略を展開してきている。

平成27年には、相模原市によるロボット導入支援事業の 「ロ

ポット導入補助金」を活用し、産業用ロボットによる包装加工機

への 「供給自動 化システム」の導入を実施した。生産性 ・効率性向

上は勿論のこと、社員の改善意識などが高まったことも大きな成

果だという。

現在、同社では約150名の女性パ ート社員が在籍している。家

事や子育てと仕事を両立させている女性パ ート社員に日頃から

気を配る取住社長。パ ート社員の福利厚生の充実などにも積極

的に取り組んでいる。まさに女性経営者ならではの視点だろう。

「仕事は楽し＜！」をモット ーとして先 代から引き継いだ財産を

しっかり守り、これからも人の「和」を大切にした経営を目指して

いきたいと語る寂住社長。これからも女性経営者の良きお手本と

して、地域産業界をリードしていって欲しいと願っています。

入屠企業紹介

革新が求められる分野に挑戦！
株式会社シバタ

株式会社シバタの新規事業部門である

SICラボの責任者であり、営業と研究開

発を担当されている田中さんにお話しを

伺いました。

本社（東京都新宿区）から研究開発のた

め相模原市内にある研究所に出入りする

ことが多く、また、上田事業所（長野県上田

市）との中間地点でもある為、利便性の良

いSICに入居しました。専用の機器が

整ったラボでは、微生物による水質浄化制

御システムの開発に向けた実験を進めて

います。

当社は、1995年の創立以来、電線及び電

線加工品の専門商社として、独自の情報網

を強みに成長し、現在ではアジアに4拠点

を擁しております。その中で、2013年に新

たに水処理 ・ 環境事業部を発足させ、メ ー

カ ー としての事業もスタ ートいたしまし

た。本事業部は、水処理装置を主体とした

設計や製造のものづくり技術を基礎とし

ながら、これまでに開拓した海外の販路を

活かした事業展開を目指しています。

当社の手掛ける電線材料は、スマ ー ト

フォンやスピ ー カ ー などの電子機器類を

構成する部品として幅広く使用されてお

り、これまでに蓄積したユ ーザ ーニ ー ズの

解決ノウハウを強みとして、それに応える

ため果敢に取り組んでいます。一方、独自

のステンレスワイヤ ーフィルタ ー を採用

した液体ろ過装置(MSフィルタ ー ）は、食

品 ・ 化学分野において多数の納入実績があ

り、最近では海外においても採用事例が増

えてきています。さらに、MSフィルタ ーの

周辺事業拡大のために排水処理事業の展

開も図っており、オンサイト再生型活性炭

処理装置の販売にも注力しています。

後発であることがむしろ顧客のニ ー ズ

に徹底的に向き合えるため、SICラボで

はこれらの事業展開に取り組みながら、さ

らに新しい一 歩を踏み出すために微生物

による水質浄化制御システムの開発も進
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めています。排水処理現 場がもっと楽に、

そして少しでも環境保護に繋がる装置や

システムを創り出すために、日々の研究開

発に取り組んでいます。

株式会社シバタ SICラポ
SIC-1 214号室
TEL : 042-703-4641 
URL: http://www.shibata.eo.jp/ 

SAG AM I HARA+ DES I G N 
企業と地域と学生と、デザインのあるカタチ
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美術デザイン系大学が集積する相模原市 ・ 橋本の特徴を生か

し、 クリエイティブの力で地域を盛り上げよ うと、 相模原周辺

エリアで活動する多摩美術大学卒業生が中心となって、 2015 年

に 「橋本デザイン会議」 が発足しました。

橋本デザイン会議では、 さがみはらエリアの企業と発表の場

を求めているクリエイタ ーとの出会いの場を設け、 地域のビジネ

スを活性化させる有効な切り札としてクリエイティブの力を紹介

する活動を目指しています。 今回は活動の一部をご紹介します。

若い力の発掘と、 企業と学生の交流の機会づくり

「 HDM バイタリゼ ＿ ションデザインアワ ＿ ド」

地域企業の特徴や悩みから、 「デザイン」 で解決するテ ー マ

を設定し、 学生クリエイタ ー から多様なアイデアを募りました。

企業が事業の発展を目指して託したテ ーマに、 学生の若い感性

で問題解決のアイデアを探る取り組みです。 企業と学生の新し

い交流の場として多くの機会を作って行きます。

観光資源の調査と観光コンセプトの提案

神奈J川県愛川町の外郭団体である側）繊維産業会方々と一緒に

なり、 愛川町の新たな観光資源を発掘するための地域おこしプ

ロジェクト 「やらねば！半原PROJECT」 を提案しました。 地

域の協力を得て、 学生とデザイナ ーがフィ ールド ワ ー クを行い、

体験や発見をワ ー クショ ッ プを通してまとめました。 その後、

観光資源の再発見と観光のコンセプトの提案を行いました。

焼き鳥もつ鍋 一揆

今回はSICから徒歩5分の「一揆」を訪問しました。
お店は一昨年の10月にオープンし、九州料理と品揃え豊冨な日本酒が味わえます。
気さくな店長の岩本さんからおススメを教えてもらい、白味噌もつ鍋・チキン南蛮・焼き烏を
いただきました。次々と出てくる料理についつい腹十分目まで食べちゃいました。
コ ース料理も用意されており、宴会・貸切（最大40名まで）も可能です。
おいしい九州料理と自慢の日本酒、ごちそうさまでした。（大谷）

神奈川県相模原市緑区西橋本5-1-2 ハタノ第2ビル 電話： 042-774-0088 
営業時間： n:00~24:oo (Lo23:00J 

デザインやクリエイティブ文化の醸成

「デザインの教室～じぶんえんぶれむ～」

小学生を対象としたエンブレム作りの—

プログラムを大学生とともに作り上げま＼

した。 まず自分の名前を元に下絵をつ く

り、 それを元にエンブレムシ ールを作る

クリエイティブ体験のプログラムです。

一
HDM

• 中央店長の岩本さん

r,
 

広報担当者や、 デザイナ ー、 クリエイター 対象の勉強会

企業の広報担当者や、 デザイナ ー 、 クリエイティブ関連の

方にむけた、勉強会を不定期で開催しています。 昨年は「商標」

をテ ーマに、 特許事務所から講師をお招きし、 商標調査につ

いて開催しました。

その他、 橋本デザイン会議では、 2016 年から企業と学生

デザイナ ーを繋ぐ 「クライアントワーク推進部」 という取り組

みをしています。 橋本デザイン会議のディレクター が学生をサ

ポートしながら、実際に企業のデザイン業務を学生が担います。

これは、 地域企業、 デザイナ ー 、 クリエイタ ー、 学生など分野

を横断した繋がりから生み出される価値を探す取り組みです。

橋本デザイン会議
http://hd-mtg.jp/ 
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※両日共に、参加企業・参加就活生を募集しています。




